イタリア勉強会

日時：平成14年2月17日 10:30 – 12:00

場所：仙台市民活動サポートセンター

宮川潤子さん（仙台日伊協会）

ミラノ在住だった

【記録：村松】

ローマ、フィレンツェに行ったときには、文化が違いがわかった。ドォーモ自体も違う。人の気質も違う。ミラノはイタリアではない、とか言われている。ミラノは勤勉か？

私はミラノ人です、という言い方をします。地元意識が強い。東京、大阪、札幌は有名か。仙台はワールドカップ後は有名になるか。

イタリアを一言で言うと、

●いい加減→良い加減？

シチリア島に旅行に行った。一方通行を逆に入ってきた。ポリスが居た。今ボクが見てあげるから、行きなさいと言った。規則は住民のためにある。

高速道路でビールを売っているから、飲みながら運転しているくらい。

スイスは厳しい。

●バリアフリーの国

全盲の人が平気で街を歩いている。バスに乗ってくると、自然と手を貸す。終わったらほったらかし。イタリア語の先生、音楽学校の先生等とスケジュールを決めるときも、ボランティアが日常生活に組み込まれている。

●老人が美しい街

若い子はきれいだが、年をとった人がおしゃれをする。個性を発揮する。よぼよぼのおじいちゃんもきちんとしている。若い人よりも老人のおしゃれがすてき。

●サッカーの国

サンシーロでのサッカー観戦。ACミランとかスポーツ用品店で名前を入れてくれる。マクドナルドに選手図鑑で置いてある。選手カードやガムなどサッカー関係のグッズが自然に売れている。教会の少年サッカー教室は入会金や年会費は無料。保険料くらい。日本人の子供は、イタリア少年サッカーチームに自然にとけ込むことができた。NAKATAネームのＴシャツを着ていたら、すぐに寄ってくる。

●普段の生活

バールによるのは１０～１５分。短く楽しみ、遊ぶ。日本でリコーダーをやっていたので、音楽学校でアンサンブルを組んで、ボランティアコンサートに出かけた。イタリア人は気さく。レストランでも厨房に入れてくれたりした。高級レストランに子供を連れて行ったら、レストランのお兄ちゃんが遊んでくれた。道を歩いていたら、話しかけてくる。日本人の肌はイタリア人にとって興味深いようだ。イタリアでは日差しに当たってブロンズ色肌になるのが最もお金持ち。バカンスではスキーや海に行って焼く。

●ミラノの生活

イタリア語を使わないと通じない。語学学校を４つもでた。イタリア人が習っている学校、音楽学校、陶磁器学校などに通ってイタリア語を習った。

●お祭り好き

参加型のお祭り。お正月、ドォーモの前の広場に人が寄ってくる。みんながそれに参加する。何かにつけて広場にやってくる。パンとかパネトーネ、ワインを持ってくる。年明けのカウントダウンのときもみんなで騒ぐ。盛り上がる。その場が楽しくなるようにいろいろとやる。酒を呑んで盛り上がると、悪さを始める。その前に子供を連れて帰ってくる。

キックラブでイベントをやるときにも、参加型にした方がいい。サッカーが大好きな人たち。どこにもサッカー関係のポスター、グッズがある。会話の中に必ずサッカーの話が出る。子供の友達の家の上が、バッジオの家だった。パラツォの最上階が最高級。バールでお茶を飲む。日本人とは、中田の話をする。有名人が有名人らしくしない。

イタリア選手が来たときには、きっとフレンドリーだ。喜んで交流をするだろう。

質問コーナー

１）イタリアの美術、芸術について

　レオナルドダビンチ科学館に遊びに行っていた。子供たちが体験できるようになっていた。幼稚園の近くに最後の晩餐を気軽に見られる。ボッテティオなどの普通の会話にある。生活の中に、美術、芸術がある。絶対に残す。石造りの家や石畳は残す。外見はそのまま残す。中は改装する。美術館などは安い。図書館に行って、一般市民が歴史的遺産に気軽に触れることができる。生活の中にとけ込んでいる。北斎とか人気がある。北野たけし、中田が有名。

２）イタリア会話についての勉強

　イタリア人と友達になる。言葉を自分の口から発すれば一生懸命聞こうとしてくれる。イタリア人は話せないからダメとかは絶対にない。チャオと、ベンベヌーティー、ピアチェーレだけでｏｋ。

mi chiomo ●

み　きあーも　●

私のことを●と呼んでくれ。

Benvenuto (a, e, i) to a Sendai ベンベヌーティ（ようこそ）人の数によって格変化

３）サンシーロの周りにでっかい駐車場について

終わったら、１時間くらいは大変。試合の直前に行くのは観光客だけ。２時間前くらいにいって、盛り上がる。いっぱいの出店が出て、まずそれを楽しむ。終わった後も騒ぐ。日本人がいたらダフ屋がやってきて、安く売ってくれる。ダフ屋が公認されている。

路上駐車は二重駐車が当たり前。

４）エスプレッソについて

　リパーチェが好き。日本とは違う。ラバツァ（メーカー名）のはおいしい。イタリアでは本当に少ない。非常に濃い。日本の普通のコーヒーがアメリカのコーヒーと呼ばれる。コーヒー、チーズ、パンは日本で言えば、塩とお米。交通費、パン、チーズ、コーヒーは値段が低く設定されている。ワインも８０円くらいで売っている。ｍｙ樽を持っていって、ワイナリーで買ってきたりする。バールという喫茶店があちこちにある。日本だと一人でゆっくりする。バールに行くと、寄ってきていろんな質問する。カウンターにおつまみが無料で置いてある。朝ご飯は家で食べない。コーヒー一杯程度。学校や会社に行く途中に、行きつけのバールで、ブリオッシュというパンを食べたりする。いつも行くバールでカフェラートなどをとる。

５）女同士でイタリアへ行っても大丈夫か？

　品良くナンパする。安全は気を付けること。声をかけてくる。男性がナンパする。生活の中で女性を誉める。エレガントに誉めてくれるので嫌な気がしない。普段から男性が女性に席を譲ったりする。上図に誉める。小さい頃から立ち方の練習をしているだろう。日本人の女の子が人気がある。

６）続編がある

　簡単なイタリア語など。水曜日が２０名、土曜日が１６名。

　細川さんが企画している。

イタリア人と仲良くなりたい方はいらしてください。

